
（別紙３）

～ R8年　1月　30日

（対象者数） 34 （回答者数） 26

～ R8年　1月　30日

（対象者数） 19 （回答者数） 16

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・先述の事をさらに重ね、職員間のやり取りも充実させ深め

ていく。又、外部からのコンサルや助言も頂く

2

・建物の古さ、清潔面をカバーしていけるように、環境整備

を心がける

3

・途中入園の方や職員への伝達の取りこぼしのないように、

資料なども充実させていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今回のアンケートにてニーズもあった点を考慮して、ニー

ズの聞き取りを実施する事や、催しなどを取り入れながら利

用児に適した交流を考えていく

2

・必要に応じた発信の際の周知をしっかり行い、又、保護者

の情報発信への認知度を高められるように工夫していく

3

・各種補助金なども活用しながら充実に向けて取り組む

・子ども１人１人に合わせた支援や保護者とのやりとりをしっ

かり行っている

・日常のやりとりをしっかり行い日々の生活の中でリアルタイ

ムな支援を提供していく。又、保護者の考えも聞き取り反映さ

せていく

○事業所名 なのはな園

○保護者評価実施期間
R8年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　2月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・活動スペースや環境は十分な広さがあり、子どもたちに合わ

せた空間利用ができる

・ある物や環境をうまく活用して子どもたちに必要な遊びや環

境を設定していく

・園についての制度や各種マニュアルなどを整備し、利用者に

向けての説明や定期的な訓練などを行っている

・保護者会などで説明する事と日常のなかでも必要に応じて随

時発信している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域園や地域との交流の機会が持ちにくい ・子どもたちにとって交流が必ずしもプラスになるとは限らな

い事と、保護者から発信されるニーズも少ない

・時期や方法など模索する必要がある

・園からの情報発信は行っているが更新の機会は少ない ・必要最低限の情報発信ではある

・それ以外の情報発信を担う事への業務担当がいない

・建物の古さや設備も最低限であること

・バリアフリー化は常設ではない部分も多い

・支援充実を図るための人材確保と障保を優先している

・設備投資は必要に応じて行うが控え目ではある

事業所における自己評価総括表公表


